様式第１号（第２条関係）
・・・学校体育施設利用運営協議会規約
（趣旨）

第１条　この規約は、静岡市立学校等体育施設利用規則（平成24年度静岡市規則第４号）に基づき、地域住民のスポーツ活動への参加機会を創出し、地域のスポーツ活動推進のための事業を実施することを目的として組織された・・・学校施設利用運営協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。

（業務）

第２条　協議会は、次に掲げる業務を行う。

（１）市への利用許可申請に関すること。

（２）利用調整に関すること。

（３）地域クラブ活動に関すること。

（４）前３号に掲げるもののほか、協議会が必要があると認める事項

（委員）

第３条　協議会の委員は、次に掲げる者のうちから、10名以内をもって組織する。

（１）学校職員
（２）町内会及びPTA役員
（３）利用団体の責任者

（４）市スポーツ推進委員

（５）協議会が必要であると認める者
２　協議会に次の役員を置き、委員の互選によりこれを定める。
（１）会長　　　　１名
（２）副会長
 　名
（３）事務担当者　　名
（４）監事　　　　２名
３　役員の任期は１年とし、再任を妨げない。
４　役員には、次の報酬を定める。　　　　　　　　　　　
（１）事務担当者　　　　　　　　　　円
（２）地域クラブ活動担当者　　　　　円

（３）会計補佐　　　　　　　　　　　円

（会議）


第４条　協議会の会議は、総会及び役員会とする。

２　総会及び役員会は、毎年度１回以上開催する。

３　協議会の会議は、会長が招集する。

４　総会は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。

５　協議会の会議の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。

６　次に掲げる事項を委員会において審議し、総会において決する。
（１）規約の制定及び改廃に関すること。

（２）役員の選出に関すること。

（３）予算及び決算に関すること。

（４）体育施設の利用に係るルール及びマナーに関すること。

（５）前各号に掲げるもののほか、協議会が必要があると認める事項
（事務担当者）
第５条　事務担当者は、学校及び地域と連携し、次に掲げる職務を行う。

（１）事業に関する申請、報告等の書類を提出すること。

（２）前号に掲げるもののほか、協議会が必要があると認める事項
（会計)

第６条　協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年の３月31日に終了する。

２　監事は、会計年度内に１回以上、会計監査を行わなければならない。

３　会長は、委員が目的、事由を示して会計帳簿の閲覧を求めたときは、業務に支障のない限りこれに応じなければない。

（体育施設の利用団体）

第７条　体育施設の利用団体は、成人の指導者を有する概ね10人以上で組織され、原則として、市内に居住し、又は通勤する者で組織された団体とする。
　（利用調整）

第８条　プールの利用については、静岡市立学校プール施設の利用における指針に従い、利用するものとする。
２　体育施設の利用調整に関する優先順位は、次のとおりとする。ただし、特別の理由がある場合は、この限りではない。
（１）自治会主催のスポーツ活動
（２）協議会主催のスポーツ活動
（３）地域への公益性の高い団体（会員を募集している団体、学区住民が多い団体等）
３　利用調整の会議は、前月の５日に学校体育館にて行う。

（その他）

第９条　この規約に定めるもののほか、必要な事項は、・・・学校体育施設利用規定に定める。
この規約は、令和　　年4月1日から施行する。
規約例


※様式は自由


〆切：４月末日





協議会運営の実態に合わせて、


役員、報酬額等を決定してください。


協議会からの支払いとなるため、市から源泉徴収票は発行されません。
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地域の実態に合わせて、利用調整の優先順位を決定してください。
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